
 
 

 

銀行名 東北銀行 

タイトル ６次産業化を目指す事業者への支援の取組み 

取組み内容 

平成 25 年 6 月に㈱農林漁業成長産業化支援機構、㈱荘内銀行、㈱北都銀行、㈱

みちのく銀行、みずほキャピタル㈱と連携し、「とうほくのみらい応援ファンド投

資事業有限責任組合」に対し総額 20億円の出資に参画しております。 

平成 26 年 3 月には「とうほくのみらい応援ファンド」の投資案件として、有限

会社おおのミルク工房への出資が決定しております。全国各地で設立されている

「農林漁業成長産業化ファンド」において「岩手県内第 1号」また、酪農業に関す

る案件としては「全国第 1号」となります。同社は地域に根差した酪農を基盤に製

造から販売までの 6次産業化に取組んでおり、本出資等を通じて従来の 5トンのタ

ンクを 10 トンに大型化し、生産量の拡大により地元酪農家への貢献や県内の地域

特産品とコラボレーションした新商品の開発を行うほか、従業員の新規雇用も計画

しております。 

当行は、今後も事業計画策定支援や販路紹介等を通じ、事業者の 6次産業化へ向

けた取組みを支援してまいります。 
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銀行名 東北銀行 

タイトル 被災した割烹・仕出し事業者への復興支援 

取組み内容 

三陸沿岸部にて飲食業(割烹・仕出し)を営んでいた顧客（100 年超の業歴を持つ

老舗事業者）が、震災による津波により店舗の 1階部分が水没し、厨房機器等全て

流失するなど甚大な被害を受けました。 

震災後、この顧客が事業を再開するかどうか悩んでおり、当行が相談を受けてい

たところ、地域住民からの事業再開への強い要望もあり、グループ補助金の交付が

決定したことから、従前地で事業を再開することを決意しました。 

これに対し、当行では補助金のつなぎ資金や設備資金についてご支援しておりま

す。 

現在は新たな設備も完成し事業再開しており、地域の冠婚葬祭や各種イベント等

には欠かせない事業者となっております。 

 


